
総合特別区域評価・調査検討会における評価結果（平成24年度）の概要

２．分野等別状況 （２）地域活性化総合特区 ④観光分野（3/4）
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・「健康や医療目的の訪日観光促進事業」（※１）と「ホス
ピタリティ・地域魅力の向上事業」（※２）はやや遅れ（※
３）が出ているが、取組は名実ともに先進的取組である
だけに、今後のさらなる改善、努力に期待したい。

・概ね進んでいるが観光については内容的には物足りな
い。「ホスピタリティ・地域魅力の向上事業」、地域資源
の活用など具体的に新たな来訪者が増加する方策の中
身を検討してほしい（市内ツアーを作るだけでなく、訪日
客の来訪目的別分析等、データを基に訪問者数増加へ
の主体的戦略がみえるような取組を期待。）。

※１：生活習慣病対策などの健康や医療をテーマにし
た観光ツアーの提供による外国人の誘客を促進。
また、医療機関・飲食店・温泉等が連携し、患者
や同伴者が滞在中に参加できるツアーを企画提
供する事業。

※２：外国人視点からの地域観光資源再評価に基づく
ツアー造成・提供、地域住民等による通訳案内で
ホスピタリティ向上、ショッピングの魅力強化、イ
ンターナショナルカフェの設置によるインターネッ
ト対策の充実等の事業。

※３：医療通訳育成数（H24年度目標）80人、（実績）69
人、進捗度86%。特区案内士登録者数（H24年度
目標）30人、（実績）13人、進捗度43%

*1）「正」とは正評価、「準」とは準評価を意味する。 *2）「Ⅲ」については、「地方公共団体による総合評価の状況について」も評価している。

◆評価書はこちら ◆評価結果はこちら

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h24/p1/self_tiiki_15.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h24/p2/kekka_tiiki_15_k.pdf
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